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都営バス深川営業所とは？
深川営業所は、江東区東雲一丁目にある
東京都交通局が運営するバスの区間の一部
で、この深川営業所は、江東区の臨海部や、
中央区（銀座、築地、月島など）、東京駅、
墨田区（スカイツリー、錦糸町など）など
の東京の観光地、臨海部を中心に早朝から
深夜まで毎日運行しています。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○なぜ深川営業所ができたか
昭和43年5月25日、東陽町にあった洲崎
営業所と東雲分車庫が合体し、場所を東雲
分車庫のある東雲に移した結果、今の深川
営業所ができたから。



1日目

乗務員の仕事体験　(10:00〜12:00)
 [アルコール検査・街路走行・点呼・車両準備]
　　　↓
障害者疑似体験　(13:00〜15:00)
[車庫内にて]

1日目の工程



　　　  2日目の工程

  東京駅で旅客案内 (9:00〜10:00)

　　　　　↓
発車・運行管理業務
[晴海埠頭・東京ビックサイト]　(10:10〜12:00)

　　　　　↓
水素ステーション見学
非常停止装置(EDSS)取扱(13:00-15:00)

2日目



3日目（最終日）

バス車内整備（9:00〜12:00）

　↓

ダイヤ作成テスト（13:00〜14:00）

　↓

感想記入・最後の挨拶
（14:00〜15:10）

3日目の工程

最後に運転席に座らせても
らいました！



インタビュー

Q
・必要な資格はある？
・臨時バスを走らせるときは？
・稼いできたお金の分け方は？
・何を心がけて運転するか？
・この車庫にいるバスの台数は？

A
・一般免許と大型二種免許が必要
・イベント日、多客日など
・専用の機械を使う
・お客様の安全を一番
・約16０台（3台自家用）



学習のまとめ
今回の職場体験を経て学んだこと3つ
①都営バスさんの運行の裏側
→運行の裏側には安全かつ速くバスを進めるようにGPSをな　　
どの機能を活用していること
②身体障害者の人や高齢者などへの工夫
→体の一部が機能していない身体障害者や高齢者などでも安全に　
利用できるバリアフリー化などを実施していること
③バスの故障や損傷を最小限にまで減らす整備の仕事
→バスの故障や損傷を見つけたらすぐに整備担当に伝え、すぐに　
直して事故を防ぐこと



班員の感想

普段は見ることのできない
運行を支える人たちや機械を
見ることができてとてもいい
体験だった。個人的には
街路走行が一番楽しかった 普段通学で利用している深川営

業所で職場体験を行い、運行を
支える仕事の裏側を学び、貴重
で充実した体験になった。

結構な頻度で使う都バスの
普段見ることのできない裏側
を見ることができてよかった
個人的には街路を走って事が楽し
かった
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ラスト


